
スマイル松山プロジェクト全体 

【観光ICT】 

「スマイル 松山」プロジェクト 
～1日1マイル歩こう 観光で笑顔になろう～ 

●健康・観光街歩きマップとあわせて 
   防災マップを情報提供（平時） 

●避難支援と安否・所在確認システム 
   （緊急時に機能するシステム等） 

防災基盤の強化 

⇒愛媛大学との連携で松山市民の健康に。 
ICT導入による具体的な健康数値の改善を 
狙う。 

⇒観光客一人ひとりのニーズの合わせた 
観光情報の提供で、松山への関与を深め、 
回遊性・滞在時間の向上を狙う。 
 

⇒平時からの防災意識を醸成し、緊急時 
には住民のみならず観光客にも使える 
避難情報の提供を狙う。 

●利便性の高い観光情報の提供 

●「街歩き」の活性（地元ガイドと連携） 

滞在型観光の推進 

●街歩きの健康価値を見える化 
 （消費カロリー表示等） 

0 

【健康ICT】 【防災ICT】 

●パーソナル・メディカル・チェック支援 

●専門的な健康アドバイスの提供 

●ウォーキングマップをスマホ対応、 
   既存ウォーキングイベント等と連携 

健康寿命の延伸 
（将来的な医療・介護費の縮減） 



 
 

事業概要 

「コンパクトシティ」、「国際観光都市」の特徴を併せ持つ本市が、活力に満ちた街であり続けるために不可
欠な住民課題（＝防災対策、健康増進）、観光課題（＝回遊率・滞在率の向上）の解決を目指し、「ICT（情
報通信技術）」と「街歩き」によって、松山をより深く理解し周遊するきっかけを与えるとともに、南海トラ
フ地震等の大規模災害に備え、住民と観光客の安全な避難等をサポートするスマートフォンアプリを開発。加
えて、愛媛大学（教育学部、医学部）と地元事業者が一体となって住民の生活習慣病予防のための健康づくり
をサポートする健康ICT事業の実証を行っていきます。 

「スマイル松山プロジェクト（ＩＣＴを活用した街づくり）」  

  

ACTION 
 

システム登録 
モニター340名 健診機関 

国保DB 

個人が特定出来 
ない情報に変換 

ACTION(実施支援) 
（松山市文化・スポーツ振興財団） 

医学部 

健康 
アドバイス 

運動 
アドバイス 

健康データ 

活動量計 

アンチエイ
ジング調査 

分析 
教育学部 

KPI 

各種データの集約 

観光情報（観光地、推奨観光ルート、
レストラン、土産物店、イベント
等）の選択表示。クーポン配信。 

街歩きの健康効果見える化 

統合DB 

観光ICT事業 

DB 

（行動履歴、閲覧履歴） 

位置情報と連動した観光情報表示 

防災ICT事業 

俳句・投句・閲覧できる機能を付加
することで、街をより深く知り回遊
する契機に。 

街歩きしながら俳句の街松山を楽しむ
街歩きプログラム「松山はいく」の主
要観光ルートについて、距離・消費カ
ロリーを表示。 

俳句作成・投句・閲覧機能 

■平時：街歩きによる防災啓発 
・健康と観光街歩きマップから災害マップ
への切り替え表示を可能とし、日常からの
防災意識を高める。 

■緊急時：避難支援・安否確認 
・現在地から災害に応じて最寄の避難所を
表示する機能を付与。 
・予め登録しておいた緊急時連絡先に安否
を連絡する機能も付与。 

（健診履歴、活動量計、健康データ） 

 スマイル松山アプリ 
（一括で利用可能） 

健康ICT事業 ※実証段階 

※同意 
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